


Ⅰ　 研究の成果　 (1000字 程度)

(図表も含めて分かりやすく記入のこと)

　ブロックコポ リマーにより形成される集合体形成の駆動力として静電相互作用に着目し

、親水性セグメン トと荷電性セグメン トか らなるブロックコポ リマーの 自己集合化 による、

新 しい中空構造体PICsomeの 構築 に成功 している。ポ リイオンコンプ レックス(PIC)形 成 に起

因 して得 られ るPICsomeは 、各ブ ロックコポ リマー を溶解 させた2つ の水溶液 を混合、撹拌

す るとい う有機溶媒を必要 としない簡便な方法で調製され るとい う特徴を持つ。PICsomeは

、水溶液中に溶存す る分子をPIC形 成時 に内包す ることができ、それ と同時にPIC膜 がある

種の半透過性を示す ことを明 らかにしているが、さらなる評価を行った。

　FITC-Dex内 包PICsomeを 形成 し、その後tetramethylrhodamine isothiocyanate (TRITC；MW

443.5)とTRITCを 標識 したデキス トラン(TRITC-Dex；Mn 70000)の2つ の蛍 光色素を各 々溶

解 させた溶液をPICsomeを 含む溶液 に加 え、10倍 に希釈 した。発光 スペク トル測定機能 を装

備 した レーザー共焦点顕微鏡(CLSM)LSM-510METAを 用い、溶液 中のPICsomeの 観察を行

った。

　高分子物質であるTRITC-Dex溶 液をFITC-Dex内 包 したPICsomeを 含む溶液 の外液 に加

えた場合、PICsomeの 内部は緑色蛍光のみが観察 され、内部の関心領域(ROI)に おける発光ス

ペ ク トル は520nm付 近 に ピー クを持 ち、TRITCを 加 えない状 態で の スペ ク トル とほぼ変 化

が なか った(Fig.1c)。

　 一方 、低 分子 量のTRITCを 同様 に加 えた場 合、PICsomeの 内部ROIに お いて約580nmの

大 きな ピー クと520nm付 近 の シ ョル ダー を持 つ発光 スペ ク トル が得 られ た(Fig.1d)。 この2

つのスペ ク トルは、リファレンス と

して測定したTRITCとFITC-Dex

単独のスペク トル と良く一致 し、観

察 された蛍光画像は、PICsome内 部

がTRITCとFITC-Dexの2色 が重な

った黄色 く変化 した(Fig.1b)。

　 PICsomeは 低 分 子 化 合 物 で あ

るTRITCの 透過を可能 とす るが、

高分子化合物のTRlTC-Dexを 透過

させない、半透過性 とい う大 きな

特徴を持 った中空構 造体であるこ

とが分かった。

Plg.1•@ CLSM images and emission spectra of PICsome encapsulating

FITC-Dex. Images after addition of (a) TRITC-Dex and (b) TRITC (c) spectra

of the ROI in (a) after (•|) and before (•c) addition of TRITC-Dex. (d)

spectrum of the ROI in (b) (•|) and reference spectra (•c) of FITC-Dex and

TRITC.




